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%は基土と混合した床土全量に対する割合を示す。
1ま え が き

青森県におけるスイカ栽培は,西津軽部の屏風山地帯を 3試 験 結 果
中心に行われ,現在その作付面積は1,420b3に達しその必  1 各種床上の理化学性
要苗数は相当量に及んでいる。育苗における床土を作るに   plIについてみると,スーパーコン区, みちのく鶏ふん
当たり, これまでは基土,肥料および稲わらなどの有機質  区が65以上と他区に比べて明らかに高かった。
資材を混合,たい積し,2～ 3回 切返しを行い,長期間が   E.0.に ついてみると,鶏ふんたい肥 50%,ス ーパーコン
けて熟成 させるのが一般的であった。しかし,最近は労働  区 ,み ちのく鶏ムん区が15ミ リモー以上と極めて高かっ
力不足などの農業情勢の変化によって,速成の培地がもっ  た。
ばら使用されnヽる。培地に使用されている有機質資材は, 表 : 各種床土の理化学性
種類が多く,かつその種類によっては苗の生育に対する影

響が著しく,育苗を失敗する事例が多い。

そこで,市販又は入手の容易な有機質資材を用いて,苗

の生育に及ぼす影彗について検討した。その結果をここに

報告する。

2試 験 方 法

1 耕種概要
(1)供試作物 スイカ,｀縞王 ",ユ ウガオ,｀相生",12)は
種期 3月 12日 ,0鉢の大きき 4号の硬質ポリポット,“ )
施肥量 (′ /床± 10′ )Nl,P2055,K20 1,硫安,過石 ,
硫加を使用

2 試験条件
(1)供試した主な有機質資材の材料

①圧砕もみがら一高熱処理したもみがら,②ハィフミ

ンーピート(泥炭),③テンポロンーピート∝炭),①

スーパーコンーオガクズ鶏スん,⑤みちのく鶏ふん―

オガクズ鶏ふん。

●)試験区

C基± 1∞ %,②鶏ふんたい肥 25%,③同 m%,
④もみがら 25%,⑤同 50%,⑥圧砕もみがら 25“ ,

⑦同 50%,③ クンタン*25%,⑨同 50%,⑩ ハイフ

ミン 25%,⑪ 同 50%,⑫ テンボロン 25%,⑩同

50%,⑭ スーパーコン 25%,①同 511%,⑩ みちの

く鶏ふん 25%,①同 50%,
■クンタンは一昼夜流水処理 したものを使用。材料の
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表 2 各種床土と苗の生育状況 (54420)
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全孔隙率についてみると ,各区とも有機質資材の混合割

合が増すにつれて大きくなった。

表3 各種床土と定植後の生育 (54524)

3 定植後の生育状況
定植 1か月後の生育は,定植時の生育に比べ各区の間に

大きな差は認められなかったが,圧砕もみがら50%区 , ク

ンタン区 ,ハ イフミン区,テンポロン区,スーパーコン区

が他区に比べてまさる傾向がみられた。
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4 ま め

2 苗の生育状況

定植時の生育は,圧砕もみがら25%区 .ハ イフミン25%

区,テ ンポロン25%区の3区が他区に比べてまきる傾向で

あった。スーパーコン50%区は最も劣っており,み ちのく

鶏ふん区は,つ ぎ木後移植の翌日にはアンモニアガスの発

生によって全株が枯死した。

本試験の結果から次のことが明らかにされた。

1)圧砕 もみがら,ハイフミン,テ ンポロンは,理化学

性と生育からみて問題なく使用でき,資材の混入割合は容

積で25%程度が適当と思われる。

2)鶏 ふんを素材とした資材は,一般にE.C ヵ塙 ぃ傾

向があるため混入割合には十分注意 して使用する。また,

使用時にアンモニア臭のあるものは使用しない。

3)ク ンタンは,アルカリ性が強いため (pH 8～ 9位 )

そのまま使うと鉄欠乏を起こす恐れがある。したがって一

昼夜流水処理を行い使用する。

4)も みがらを使うときは,しいなが発芽 し,苗の生育

を阻害する。したがって,あ らかじめ基土と混合してメチ

ルプロマイドで処理する必要がある。


